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詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
78

局
４
５
８
８
番
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
期
間　

平
成
26
年
１
月
か
ら
平
成
27

年
１
月
ま
で
（
初
回
は
１
月
15
日

（
水
）
午
後
７
時
か
ら
）

◆
会
場　

市
内
文
化
施
設
他

◆
講
師　

名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
非
常
勤
講
師
・

林
健
次
郎
さ
ん
他

◆
対
象　

18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
は

除
く
）　

◆
定
員　

20
人
程
度

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
し
込
み　

11
月
20
日
か
ら
12
月
20

日
ま
で
受
け
付
け
。
所
定
の
用
紙
に

記
入
の
上
、
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
、

文
化
振
興
課
（
〒
441
―
０
１
９
２
小

坂
井
町
大
堀
10
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
78

局
３
４
１
１
番
）、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま

す

　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
郷
土
の

美
術
文
化
を
研
究
す
る
目
的
で
、
美
術

資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
30
年
以
上
前
の
絵
画
や
資
料
な

ど
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
作
家　

加
藤
元
白
や
夏
目
泰
果

な
ど
、
東
三
河
地
方
出
身
・
在
住
の

作
家

◆
対
象
資
料　

紙
資
料
（
目
録
な
ど
）、

写
真
、
美
術
作
品
（
油
彩
画
・
日
本

画
・
水
彩
画
）
な
ど

◆
問
合
せ
先　

文
化
振
興
課
（
78
局

４
５
８
８
番
）

　

Ｊ
Ｒ
豊
川
駅
東
西
自
由
通
路
に
は
、

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
展
示
形
態　

６
台
の
展
示
ケ
ー
ス

（
幅
１
２
０
㌢
、
奥
行
き
８
０
㌢
、

高
さ
１
１
７
㌢
。
フ
ッ
ク
と
ワ
イ
ヤ

ー
を
使
っ
て
作
品
を
吊
る
す
こ
と
も

可
能
）

◆
貸
し
出
し
期
間　

同
月
内
の
２
週
間

か
ら
１
カ
月
ま
で
の
間

◆
対
象　

市
内
に
在
住
、在
勤
ま
た
は
、

在
学
の
方
お
よ
び
、
市
内
の
文
化
団

体
、
サ
ー
ク
ル
ま
た
は
、
そ
の
団
体

な
ど
に
所
属
す
る
方

◆
申
し
込
み　

利
用
月
の
１
年
前
か
ら

受
け
付
け
。
電
話
で
、
文
化
振
興
課

へ
◆
問
合
せ
先　

文
化
振
興
課
（
78
局

４
５
８
８
番
）

　

音
羽
フ
ェ
ス
タ
の
会
に
加
入
し
て
い

る
団
体
が
、
舞
踊
や
作
品
展
示
な
ど

日
々
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
16
日
（
土
）
＝
午
後
１

時
か
ら
５
時
ま
で
（
ロ
ビ
ー
展
示
の

み
）
▽
11
月
17
日
（
日
）
＝
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
会
場　

音
羽
文
化
ホ
ー
ル
（
ウ
イ
ン

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ
先　

音
羽
フ
ェ
ス
タ
の
会

（
嶋
☎
88
局
４
３
３
６
番
）

R h y t hmaknuB

第
５
回

音
羽
文
化
フ
ェ
ス
タ

　

市
で
は
、
舞
台
公
演
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
約
一
年

間
、
月
１
、２
回
程
度
、
舞
台
公
演
の

制
作
の
面
白
さ
や
難
し
さ
、
や
り
が
い

な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
、
一
つ
の
公
演

の
企
画
か
ら
本
番
当
日
の
運
営
ま
で
を

実
践
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

舞
台
公
演
の
実
施
に
は
、
多
く
の
人

の
さ
ま
ざ
ま
な
力
が
必
要
で
す
。
あ
な

た
の
力
を
発
揮
す
る
場
所
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

受
講
生
を
募
集

古
い
美
術
資
料
を

探
し
て
い
ま
す

Ｊ
Ｒ
豊
川
駅
東
西
自
由
通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
利
用
が
で
き
ま
す

「
公
演
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」



20ー広報とよかわ20ー広報とよかわ

Culture 文化

音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010／御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720
小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
あったかハートのコンサート
「琴＆ピアノフライングクリスマス
コンサート」

11月21日19：00～ 御津文化会館
（ハートフルホール）

500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
御津文化会館で前売券を発売中

せせらぎたいむ
「マリンバの調べ」 11月30日14：00～ 音羽文化ホール

（ウィンディアホール）
500円（お菓子、飲み物付き）、音羽文化ホールで前
売券を発売中

　三明寺の傍らをのぼる坂道には、袖切り坂の伝
説があります。通った者がここで転んだところ、
正体不明の何者かに、着物の袖を切り取られてし
まったというものです。
　このような袖切りの逸話は、各地の坂や橋で
語られており、袖切り坂、袖切り橋と呼ばれま
す。大木町の帯川に架かる御山塚橋のたもとには、

袖切り馬頭観音があり、
この橋が袖切り橋だっ
たことを伝えています。また、久保町の坂道や上
長山町の橋にも袖切りの話が残されています。
　この話は、村はずれのぞっとするような場所が、
いつしか異郷と現実世界の境のように語り継がれ
て成立したものです。

袖切り馬頭観音

袖切り坂・袖切り橋（馬場町・大木町他）

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
ハワイアンキルト展クリスマス
バージョン ひとみ会 11月１日～30日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275

アスラン 草木染め キリム・絨毯展 11月13日～24日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
三人展 11月16日～30日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
平成25年豊川稲荷所蔵冬季宝物展 11月16日～12月23日 豊川閣寺宝館 有料、狩野探幽「柳に白鷴」他、豊川閣寺宝館☎85－2030
アシスト愛好家写真展 11月21日～26日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
中部歌連2000年会歌の華まつり 11月24日９：30～ 一宮生涯学習会館 無料、豊川文化協会歌謡部（今川）☎93－2356
ティータイム音楽の会「秋を惜しむ」11月25日18：30～ 明治珈琲館あらびか 500円（要予約）、尾崎☎84－3647
尊護鵬翔墨陶展 11月28日～12月３日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
小梅ちゃんのおはなしの風と
フルートの調べ 11月30日15：30～ つれづれ 有料、山口☎88－2059

第18回ふれあいみんなの芸術祭
ゆみ水彩画クラブ展 12月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880

月にうさぎがとびはねてPartⅧ 12月４日～15日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
市民月例茶会（裏千家、煎茶売茶流）12月８日10：00～ 豊川商工会議所 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082
大津美子60周年記念コンサート 12月13日18：00～ 穂の国とよはし芸術劇場 有料、大津美子リサイタル実行委員会☎070－6411－2842
和楽ユニット 山紫水明 杉浦充他 12月14日18：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
エキサイティング・シニア・カーニバル
in Toyohashi2013 12月15日12：00～ 穂の国とよはし芸術劇場 有料、影山☎090－3154－7311

バイオリン・ピアノ・アンサンブル他
による「ラ･ルーチェ･コンサート」 12月15日13：00～ 文化会館中ホール 無料、光岡☎89－1947

（11月16日～12月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。


